
24 1st 4

22 2nd 17

16 3rd 5

12 4th 21

○ 0 OT 0 ●

4 ／ 2 0 1 0 1 4 × 4 0 2 0 3
5 × 11 1 4 0 1 5 × 10 0 3 4 2
6 ／ 0 0 0 0 0 6 × 8 0 4 0 4
7 × 6 0 2 2 2 7 ／ 0 0 0 0 1
8 × 18 0 8 2 0 8 × 5 1 1 0 2
9 × 11 0 5 1 1 9 × 20 1 7 3 0
10 ／ 2 0 1 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0
11 ／ 0 0 0 0 1 11 DNP 0 0 0 0 0
12 ／ 4 0 2 0 1 12 DNP 0 0 0 0 0
13 ／ 2 0 1 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 ／ 0 0 0 0 1 14 DNP 0 0 0 0 0
15 × 16 0 8 0 1 15 DNP 0 0 0 0 0
16 ／ 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0
17 ／ 0 0 0 0 0 17
18 ／ 2 0 1 0 0 18
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0

74 1 33 5 9 47 2 17 7 12

柴田　比佐恵 岡田　勉

岡田　彩伽
中島　未来
吉野　宇
神野　愛生

黒柿　真子
鷹木　彩

古閑　万優子

島　澪七
川端　日菜子

藤原　和佳奈

小野　楓夏

木村　真唯

香川県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

岡西　優子

合　　　　　計 合　　　　　計

【戦　評】
　決勝トーナメント２回戦は東海ブロック代表折尾と近畿ブロック代表梁瀬の一戦。折尾はハーフマ
ンツーマンDef、梁瀬は３－２ゾーンDefでスタート。全国屈指の高さを誇る折尾に対し、速いパス回
しから１対１を仕かける梁瀬だが、うまくシュートが決まらない。逆に、折尾がDefリバウンドを確
実にものにし、＃８、＃１５を中心にインサイドで得点を重ねていく。折尾２４－４梁瀬で折尾が２
０点差をつけ１Ｑ終了。２Ｑに入り、梁瀬は＃９のドライブからのレイアップシュートや＃５のリバ
ウンドシュートで得点する。対する折尾は、＃８、＃１５のハイロープレーからの得点を皮切りに、
インサイドを起点とし、高確率のジャンプシュートを次々と決めていく。梁瀬もドライブからファウ
ルを誘い、フリースローを確実に決め、折尾４６－２１梁瀬で前半終了。
　後半に入って梁瀬は、スクリーンプレーから得点のチャンスを伺うもシュートがリングに嫌われ
る。梁瀬のスコアが止まっている間、折尾は＃５、＃１５の速攻からのランニングシュートなどで加
点していく。残り５５秒で梁瀬の＃９が３Ｐを決め、折尾６２－２６梁瀬で３Ｑ終了。４Ｑ開始直
後、梁瀬はオールコート２－１－２プレスDefをしかけ成功、＃５、＃９を中心に折尾を猛追する。
それに対し、折尾も＃１３のミドルシュートなどで対抗する。残り１分でまたも梁瀬の＃９が３Ｐを」 【戦評記入者】 真鍋　拓

吉谷　明希子

主　審 開　康寿

川本　梨江瑠

(大阪)

反則

東條　輝正

Team Ａ

小林　明生
尾川　梨歩

福　岡

74折　　尾

(東京)副　審

梁瀬47

小田垣　李奈

出場番号２Ｐ ＦＴ 反則

【得点経過】

決勝トーナメント

コート

女

第６試合Bコート

カテゴリー

平成26年度全国中学校体育大会
第44回
全国中学校バスケットボール大会

丸亀市民体育館

平成26年8月24日(日) 15:40

大会名

日　時

会　場

新　菜々美

但馬　怜生奈
山口　里奈

門　美咲

３Ｐ得点出場

木村　亜美

土谷　三奈未
橋口　樹

選　手　名　前

山本　璃絵流
野津　ななこ

三笠　菜月

小暮　真美子安部　星海

Team Ａ

選　手　名　前

折　　尾 Team Ｂ

Team Ｂ

【ＢＯＸスコア】

梁瀬

番号 ＦＴ３Ｐ ２Ｐ得点
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